
生徒のチャレンジ精神、
発想力は世の中を変える原動力

兵庫県立長田商業高等学校　校長

南谷雄司先生

総合学習や課題研究の一環として、

「地域と生きる」等の中で地域の課

題解決に取り組んでいます。その解

決手段として商品開発やイベント企

画を作っていく必要があります。そ

の動機付けに各種コンテスト等を活

用しています。ビジネスアイディア

甲子園に応募することで生徒自身が

自分の生活を見てどのような工夫を

したらいいかという想像力が育って

いくと思います。

アイディアの発想だけでなく
生徒自身が成長できるコンテスト

京都府立京都すばる高等学校

貴島良介先生

商品企画に取り組む授業の一環とし

てビジネスアイディア甲子園に応募

することは、応募案に対して結果も

考える、発想する、ということへの高校生たちのチャレンジを、どのよう

な角度から育み、これからさらに伸ばしていくか。いろいろなテーマを持

って熱心に取り組んでおられる先生方にご意見をお伺いしました。
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ビジネスアイディア甲子園への「声」

返って来るため、生徒の学習意欲の

向上に効果を発揮しています。アイ

ディアを考えて発表する、受賞を目

指すというだけに留まらず、経済の

学習にも繋がり、環境や文化の学習、

生徒達のコミュニケーションの育成

の場、論理思考の場にも繋がるコン

テストです。

遊び心が発明を生む！
自分の考えを相手に伝える勉強に

大阪市立市岡商業高等学校

稲谷良隆先生

「ビジネス基礎」と「商品の流通」の

授業として取り組んでいます。自分

のアイディアを文章にして外部の人

に見てもらい、人前で発表するとい

うことは、とてもいい刺激になりま

す。夏休みの生活の中で、ビジネス

アイディアやビジネスチャンスを考

えるきっかけになると思っています。
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他者への優しさが受賞に

『やればできる！』と意欲向上

岡山県立岡山東商業高等学校

木村　隆先生

「ビジネス基礎」の夏休みの宿題と

して出しています。2008年は「警

報機付き点字ブロック」で準グラ

ンプリをいただきました。生徒の

目線が困っている人へと向き、そ

れが認められたのが嬉しかったで

すね。他の生徒も「やればできる

んだ」と一層意欲的になりました。

発想力や考えを文章でまとめる力

をつける授業の一環として、大変

役立っています。

社会に対する新たな視点が生まれる
大阪府　同志社香里中学校・高等学校

藤井宏樹先生

ビジネスとは、世の中の「不」

（「不幸」「不快」「不便」など）を

取り除く一つの作業であって、そ

の結果顧客に喜んでもらえれば報

酬が得られるんだよ。そのような

仕事を通じて社会に貢献できたら

一番だよね。と生徒たちに語りか

けながらこのビジネスアイディア

甲子園に取り組んでいます。生徒

たちはそれまで顧客視点だけでし

たが、「今世の中で必要とされてい

るのは何か」、「ビジネスにするに

は…」と、社会に対する新たな視

点が生まれてきます。私はこのビ

ジネスアイディア甲子園に取り組

むことでそのことを生徒たちに気

付かせたいと思っています。

コンテストに取り組むことで視野
が広がり、総合力が身に付きます

大阪市立天王寺商業高等学校

佐々木秀一先生

「起業教育」の授業の一環として、

2005年から、ビジネスアイディア

甲子園に応募しています。過去に

準グランプリを受賞した生徒もお

り、毎回意欲的に取り組んでいま

す。アイディアの発想に始まり、

商品化の方法、流通、採算性など

を調べ具体的にまとめあげ、授業

中に各自が発表します。企画から

プレゼンテーションまで総合的な

能力が求められるため、将来、社

会人として役立つ力につながると

思います。

未来を予見する力を養う
滋賀県立大津商業高等学校

金子又広先生

指導は、三つの段階に分けて行っ

ています。第一段階は「楽しみを

分かち合う」、「困っていること」

など、顧客を見据えた日常生活の

視点で生徒に考えさせます。第二



への意気込みや実現化に向けて計

画を発表させます。ビジネスアイ

デ ィ ア 甲 子 園 に チ ャ レ ン ジ

（challenge）し、商業科の学習を基

礎に、現代社会での問題点に「気

づき」「考え」「創造」させること

により、豊かなアイディアや想像

力が生まれます。また、コミュニ

ケーション能力の向上や、将来社

会人になるまでに自分を見つめ、

社会を変える（change）「創造」力

を育てることにも活用できます。

コミュニケーション能力の養成に

役立っています

大阪府立門真西高等学校

齋藤　桜先生

昨年度初めてこのコンテストに挑

戦し、見事学校賞を受賞すること

ができました。３年生の授業にお

いてグループ単位で取り組ませた

んですが、相手の意見を尊重しな

がら自分の意見も的確に伝えると

いうことが難しかったようです。

何度も意見交換をするうちにうま

くコミュニケーションをとること

ができるようになりました。この

コンテストは生徒たちが社会へ出

た時に必ず必要となる「コミュニ

ケーション能力」の養成に役立つ

と思います。グランプリ受賞を目

指して頑張ります。

段階は指導者を交えてプラッシュ

アップを行い、異業種転用まで含

めた視野や、利益計画などの経営

者の視点からプランを見直します。

最終段階はプレゼンテーションで

す。ここでは不要箇所を削り、で

きるだけシンプルで明瞭なものに

することに主眼を置きます。この

ような一連の取り組みは、現代の

社会に垣間見えるわずかな「きざ

し」を紡いで、生徒自身が自らの

興味関心を拠り所に、資料や素材

を収集・分析・整理し、社会のニ

ーズを合致する有益なサービスを

考えるという探求的、総合的、教

科横断的な学習です。

「気づき」「考え」「創造」させることにより、

豊かなアイディアや想像力が生まれます

奈良県立五條高等学校

西　英樹先生

三つのＣ「chance」「challenge」

「change」を年頭に、ビジネス基礎

や課題研究の一環として毎年ビジ

ネスアイディア甲子園に応募して

います。生徒には「常にビジネス

の中には、チャンス（chance）が

ある！」と伝え、５Ｗ２Ｈ（When,

Where, Who, What, Why,

Houmuch）を基本に企画させてい

ます。つぎにアイディアをプレゼ

ンテーションする場を設け、企画
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企画力・想像力を身に付ける

大阪府 好文学園女子高等学校

新木康世先生

商業科の夏休みの課題研究として、

第４回からこのコンテストに取り

組んでいます。生活の中で「不便」

や「不満」に感じることからアイ

ディアにつなげるよう指導してい

ます。本校のＩＴライセンスコー

スでは、MOS試験（マイクロソフ

トオフィスの実技認定試験）を目

指し、１年生でワード、２年生で

エクセル、３年生でパワーポイン

トを習得します。このような技術

面に加え、相手にいかにわかりや

すく視覚的に訴え、伝えるかとい

う企画力や想像力を身に付けるた

めにこのコンテストを役立ててい

ます。これらの力を発揮、実践す

るために最終審査まで勝ち進みた

いです。
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